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調査時点において S 市が提供する在宅サービスの利用者全員 574 名を対象に、保健師、あるいはヘルパーによる聞
き取り調査を実施し、 444 名から有効回答が得られた。本研究では、介護者における在宅介護の継続希望、および介











1. 要介護者の平均年齢は 80.6 歳、介護者の平均年齢は 61.3 歳で、あった。要介護者においては女性の平均年齢が男
性より高かったが、介護者においては男性の平均年齢が女性より高かった。要介護者、介護者における女性の割合は、
それぞれ 67.2% 、 77.3%であり、要介護者と比較して、介護者において女性の割合が大きかった。要介護者の性別に
みた女性の介護者の割合は、要介護者が男性の場合では 91.1%、女性の場合では 70.6%であり、統計的な有意差がみ
られた。
2. 介護者における在宅介護希望「あり」のオッズ比は、要介護者が「女性J に対して「男性J で 2.85 であった。ま
た、介護者の就労状況が「なしJ に対して「あり J で 0.45、および経済的要因が「良好」に対して「不良」で 0.34
で、あった。それぞれ統計的な有意差がみられた。
3. 介護者における大きな負担感「あり j のオッズ比は、介護者における心身状態が「良好」に対して「不良J のオ
ッズ比は 3.05 で、あった。同様に、調査員からみた在宅介護困難「あり」のオッズ比は、介護者における心身状態が「良























介護者の就労状態が「なし」に対して「あり」で 0.45、将来にわたる経済状況が「良好J に対して「不良」で 0.34
であり、それぞれ統計的な有意差がみられた。介護者における大きな負担感「あり j のオッズ比は、介護者の心身状
態が「良好」に対して「不良」で 3.05、調査員の判断により在宅介護困難「あり」のオッズ比は、介護者の心身状態
が「良好」に対して「不良J で 2.32 であり、それぞれ統計的な有意差がみられた。
本研究は、長期にわたって在宅介護を継続している、要介護者を抱える世帯における経済的な負担感、および在宅
介護を担っている家族介護者における心身の負担感の軽減に関連する要因を明らかにしたものであり、学位授与に値
すると考えられる。
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